Bibliography on Materials of Eugenics in Japan before World War II (I) by 平田 勝政
長崎大学教育学部紀要一教育科学一 第60号 45-51(2001年 3月)
戦前日本の優生学関係資料目録 (Ⅰ)
- 社会事業雑誌編 -

















(∋ ｢慈善｣- ｢社会と救済｣- ｢社会事業｣- ｢厚生問題｣
② ｢東京府慈善協会報｣- ｢東京府社会事業協会会報｣- ｢社会福利｣- ｢厚生事業｣
(丑 ｢救済研究｣-→｢社会事業研究｣- ｢厚生事業研究｣(大阪)
(彰その他 『目次総覧』(草lo-16巻)に収録されている上記②③を除 く地方社会事業雑




次に分野 ･.蘭域別の社会事業関係雑誌 としては,『目次総覧』(第 3-9巻)から ｢救
済｣｢私設社会事業｣誌の他に,方面事業関係雑誌として ｢方面時報｣等 (第3巻),司
法保護 (感化 ･教護)事業関係雑誌として ｢刑政｣｢児童保護｣｢少年保護｣等 (主に第
5巻),女性保護事業 として ｢廓清｣(第 4巻),乳幼児保護事業関係として ｢乳幼児｣
- ｢乳幼児研究｣(第 5巻),障害者保護事業関係 として ｢中央盲人福祉協会報｣｢聾唖







No. 著 者 名 蘇.文 . 資 料 名 . 誌 名 .巻 号 貢 発 行 年 月 備考
2 富士川 添 変性について 2 ｢監獄協会雑誌｣第21巻第7号 14-25 1908(M.41)-7
3 クル ト.ポアス ロンプロゾー氏の先天的犯罪人説に就て ｢監獄協会雑誌｣第22巻第12号 43-49 1909(M.42)-12
4 横山 鴨村 (雑録)書巻学の近況 ｢人道｣第78号 7-8 1911(M.44)-10
5 中川 .望松本亦太郎 感化救済 と人種改良 ｢人道｣第82号 3-5 1912(M.45ト2
6 (海外近事)優生学上の一間題 . ｢救済｣10月号 53-54 1912(T.1)-10
7 佳良種族の繁殖力 救済 3編第 3号 55 6 3T 2)-4
8 浮田 和民 人雀改良と結婚問題 ｢人道｣第99号 5-7 1913(T.2)-7
9 大塚小一郎コスチこ/ス 生活賃銀 とユーゼニックス ｢人道｣第100号 8-10 1913(T.2ト8
10 (海外近事)健生学 と其実地運動 ｢救済｣串3串第 7号 37-39 1913(T.2)-8
ll ユウゼニ ック (人種改善学)の略史 監款協会雑誌｣第26巻第 596 11
ケ~ * ｢人性｣所載 (荘司氏) 11号
12 中井 玄道ジェシー.スポール 社会及び人種の改良 ｢救済研究｣第 2巻第 2号 45-54 1914(T.3)-2
13 (思潮)社会の改善 と遺伝 ｢救済研究｣第 2巻第 2号 76-77 1914(T.3ト2
14 (雑録)人種改良学 ｢救済研究｣第 2巻第 4号 80-83 1914(T.3)-4
15 (雑録)ユーゼニ ックス ｢救済研究｣第 2巻第 7号 78-82 1914(T.3ト7
167 精神上の欠陥を減退するを目的 とする婚 ｢監款協会雑誌｣第28巻第 56-650 0 1915(T.4ト2
デイソグ.スミス/吉田五郎訳 姻法生殖不能並監置法 2号
三 角 生 人種改善思想 (Eugenics) ｢監款協会雑誌｣第28巻第5号 1915(T.4)-5
18 古瀬 安俊 人種改善学上の外科的不妊法(1) ｢監款協会雑誌｣第28巻第6号 43-52 1915(T.4ト6
19 古瀬 安俊小河滋次郎 人種改善学上の外科的不妊法(2) ｢監獄協会雑誌｣第28巻第7号 35-42 1915(T.4ト7
20 (説林)へ-ガル博士 と共の人種改良論 ｢監款協会雑誌｣第28巻第9号 49-53 1915(T.4)-9
21 遭伝説 と婚姻 廓清｣第 6巻第 1号 2627 6 5 1
22 アルフレットフラス油谷治郎七安部 磯雄 (説林)遺伝の法則 と環境 ｢監款協会雑誌｣第29巻第1号 62-64 1916(T.5)-1
23 (説林)精神低格者に対する不妊法 ｢監欺協会雑誌｣第29巻第3号 61 1916(T.5)-3
24 民族衛生論 ｢廓清｣第 6巻第 4号 4-10 1916(T.5)-4
25 (説林)北米合衆国に於ける犯罪人等の去勢 ｢監款協会雑誌｣第29巻第 50 1916(T.5)-55号
6 結婚の 目的 と遺伝 廓清｣第 6巻第 8号 3 8
27 永井 潜 人種間題 と国民衛生(1) ｢廓清｣第 7巻第 2号 18-22 1917(T.6)-2
28 永井 滞 人種間葛 と国民衛生(2) ｢廓清｣第 7巻第 3号 6-9 1917(T.6)-3
29 永井 潜 遺伝学上 より見たる感化事業 . ｢救済研究｣第 5巻第11号 114-116 1917(T.6)-ll
30 賀川 豊彦 (研究資料)人雀改良と慈善事業 ｢救済研尭｣第 6巻第 1号 73 1918(T.7)-1
31 松本亦太郎 健生学に就て(1) ｢監款協会雑誌｣第31巻第3号 6-17 1918(T.7)-3
32 松本亦太郎 優生学に就て(2) ｢監款協会雑誌｣第31巻第4号 6-25 1918(T.7)-4
33 永井 清 遺伝学上より見たる感化事業 ｢社会 と救済｣第 2巻第 2号 5-18 1918(T.7)-5
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No. 著 者 名 論 文 . 資 料 名 誌 名 .巻 号 頁 発 行 年 月 備考
35 岡崎 昌 血族結婚の研究 ｢社会 と救済｣第 2巻第 7号 8-ll 1918(T.7)-10
36 江南 遺伝 と環負号発刊の辞 ｢廓清｣第 8巻第9.10号 1 1918(T.7)-10
37 島田 三郎 遺伝 と環境に就て ｢廓清｣第 8巻第9.10号 2-4 1918(T.7)-10
38 山内 繁雄 生物学上より観たる遺伝 と環篭 ｢廓清｣第 8巻第9-10号 5-12 1918(T.7ト10
39 永井 潜 優種学上 より観たる遺伝 と環境 ｢廓清｣第 8巻第9.10号 13-16 1918(T.7)-10
40 安部 磯雄 社会上より観たる遺伝 と環境 ｢廓清｣第 8巻第9.10号 17-19 1918(T.7ト10
41 内ケ崎作三郎 倫理学上より観たる遺伝 と環境 ｢廓清｣第 8巻第9-10号 20-23 1918(T.7)-10
42 麻生 正歳 婦人問額より観たる遺伝 と環境 ｢廓清｣第 8巻第9.10号 24-26 1918(T.7)-10
43 高島平三郎 児童心理学上より観たる遺伝 と環境 ｢廓清｣第 8巻第9-10号 27-29 1918(T.7ト10
44 一俵 息衝 男女道徳上より観たる遺伝 と環境 ｢廓清｣第 8巻第9.10号 30-38 1918(T.7)-10
45 大場 茂馬 犯罪学上 より観たる遺伝 と環境 ｢廓清｣第 8巻第9.10号 39-43 1918(T.7)-10
46 岡村 龍彦 徴毒の遺伝 と其病児の運命 ｢廓清｣第 8巻第9.lo草 44-48 1918(T.7)-10
47 片山 国憲 酒毒上より観たる遺伝 と環境 ｢廓清｣第 8巻第9-10号 49-51 1918(T.7)-10
48 樫田 五郎 精神病学上より観たる遺伝 と環境 ｢廓清｣第 8巻第9.10号 52-58 1918(T.7ト10
49 永井 潜 民族の衰亡(1) ｢監獄協会雑誌｣第32巻第2号 5-27 1919(T.8)-2
50 永井 潜 民族の衰亡(2) ｢監款協会雑誌｣第32巻第3号 8-26 1919(T.8)-3
51 斎藤 樹 優種論研究(1) ｢社会 と救済｣第 3巻第 1号 7-20 1919(T.8ト4
52 斎藤 樹 優種論研究(2) ｢社会 と救済｣第 3巻第 2号 24-29 1919(T.8)-5
53 斎藤 樹 庫種論研究(3) ｢社会 と救済｣第 3巻第 3号 32-41 1919(T.8ト6
54 穂積 重遠 優生学 と婚姻法 との関係 ｢廓清｣第10巻第 2号 23-28 1920(T.9)-2
55 山脇 玄 人間改造 と婚姻改造 ｢廓清｣第11巻第 3号 10-12 1921(T.10)-3
56 マーチン.バー 低能児発生の社会的予防に就て ｢東京市養育院月報｣第242号 5-7 1921(T.10)-4
57 - 記 者 バア博士の低能発生予防策 ｢人道｣第189号 9 1921(T.10)-4
58 マーチン.バ- 低能児発生の社会的予防 ｢社会事業｣第 5巻第 2号 98-106 1921(T.10)-5
59 海野 幸徳 優生学 と社会事業 ｢人道｣第200号 16-17 1922(T.11ト4
60 石本 静枝 産児制限の提唱 ｢廓清｣第12巻第 3号 31-32 1922(T.ll)-4
61 安部 磯雄 産児制限の優生学的一考察 ｢人道｣第201号 5-6 1922(T.ll)-5
62 安部 磯雄 優種芋上より観たる産児制限 ｢廓清｣第12巻第 5号 10-12 1922(T.ll)-6
63 井上哲次郎 健生学の応用 と道徳心の養成 ｢社会事業｣第 7巻第 3号 2-7 1923(T.12)-6
64 篠崎 篤三 結婿法制定の建議 ｢山口県社会時報｣第 3号 4 1924(T.13)-3
65 三好豊太郎 遺伝 と不良少年 ｢刑政｣第38巻第 2号 27-29 1925(T.14ト2
667 ミリアム.ヴワン.ウオーターズ書/K.N生訳海野 幸徳 犯罪 と産児制限 ｢刑政｣第38巻第 8号 67-711419 1925(T.14ト8
庫生学の本質 と界限 ｢社会事業研究｣第13巻第9号 1925(T.14ト9
68 高野 六郎 民族浄化のために-瀬予防策の将来 - ｢社会事業｣第10巻第 3号 62-65 1926(T.15)-6
69 古屋 芳雄 育児制限論批判 ｢社会事業｣第10巻第 4号 2-10 1926(T.15)-7
70 山田 芙峰 健生学に依る人種改善 ｢社会研究｣第 4巻第12号(満州) 2-7 1926(T.15)-8
71 馬島 偶 産児制限に就て-古屋芳雄氏の産児制限論批判を読み ｢社会事業｣第10巻第 6号 45-54 1926(T.15)-9
48 長崎大学教育学部紀要一教育科学一 第60号
No. 著 者 名 論 文 . 資 料 名 誌 名 .巻 号 頁 発 行 年 月 備考
73 永井 潜 母性及小児と遺伝 との関係 ｢社会事業｣第11巻第 1号 23-27 1927(S.2)-4 未見
74 大久保直榛 巻頭言一俵生の実- ｢乳幼児｣第 1巻第 2号 1 1927(S.2ト10
75 小関 光尚 悪質の遺伝に就て (講演) ｢社会 事業研究｣第15巻第11号 75-93 1927(S.2)-ll
76 小関 光尚 悪質の遺伝に就て (続) ｢社会事業研究｣第15巻第12号 59-75 1927(S.2ト12
77 田川 八郎 結婚法案の速成を望む ｢乳幼児｣第 2巻第 2号 16-20 1928(S.3)-2
78 小関 光尚 社会事業 と優生運動 ｢社会事業研究｣第16巻第5号 39-44 1928(S.3ト5
79 上島 直之 素質と教育 ｢乳幼児｣第 2巻第 6号 ll-15 1928(S.3)-6
80 池田林儀はか (座談会)産児制限と社会事業 ｢社会事業｣第12巻第 4号 101-114 1928(S.3)-7
81 池田 林儀 国立産児制限施行検閲の必要 ｢社会事業｣第12巻第 5号 7-ll 1928(S.3)-8
82 松帝 兼人 社会事業 と健生学-その相互依存性と便 ｢社会事業研究｣第17巻第 74-78 1929(S.4ト1
越性- 1号
83 小関 光尚 社会事業 と優生学 ｢社会事業研究｣第17巻第1号 78-83 1929(S.4ト1
84 大林 宗嗣 ユーゼニックスと社会事業 ｢社会事業研究｣第17巻第1号 83-86 1929(S.4)-1
85 北村 兼子 健生学,ちょっと待って ｢社会事業研究｣第17巻第1号 86-89 1929(S.4)-1
86 田結 宗誠 断種術後の性的生活 ｢社会事業研究｣第17巻第6号 45-52 1929(S.4ト6
87 田結 宗誠 断種術後の性的生活 ｢乳幼児研究｣第3巻第7号 40-48 1929(S.4)-7
88 福原幸次郎 優生学的に観たる酒精問額 ｢社会 ト人生｣第11巻第 4号 (栃木県) 10-19 1930(S.5)-4
89 柴原 浦子 大阪優生相談所の報告 ｢共栄｣第 3巻第 7号 27-28 1930(S.5ト7
90 池田 林儀 健生運動 と婦人 ｢社会福利｣第14巻第 7号 ll-21 1930(S.5)-7
91 呉 秀三ほか (懇談会)社会問題 としての精神病 ｢社会事業｣第14巻第 5号 2-15 1930(S.5)-8
92 賀川 豊彦 康生問題より見たる禁酒 ｢社会事業の友｣第22号 48-55 1930(S.5ト9
93 松島 正儀 社会問蔦用語字引 .ユーゼニックス ｢社会福利｣第14巻第11号 94-95 1930(S.5ト11
94 阿部 文夫 台湾の社会事業所感 ｢社会事業の友｣第26号 7-10 1931(S.6)-1
95 高野 六郎 社会衛生の立場より見たる産児調節問題 ｢社会事業｣第14巻第12号 9-12 1931(S.6ト3
96 安部 磯雄 優生学から観たる産児調節 ｢廓清｣第21巻第 3号 1-4 1931(S.6)-3
97 樋口 栄 保護少年の遺伝徹毒に就て ｢社会事業研究｣第19巻第4号 86-94 1931(S.6)-4
98 萩原 典久 英国に於ける優生運動史 (上) ｢社会事業研究｣第19巻第7号 158-162 1931(S.6)-7
99 萩原 興久 英国に於ける侯生運動史 (中) ｢社会事業研究｣第19巻第8号 102-107 1931(S.6)-8
100 萩原 輿久 英国に於ける健生運動史 (下) ｢社会事業研究｣第19巻第9号 117-123 1931(S.6)-9
101 阿部 文夫 民族衛生の綱要 ｢社会事業の友｣第39号 94-97 1932(S.7ト2
102 増田 抱村 健生運動 と人口問題 ｢社会事業の友｣第45号 38-54 1932(S.7)-8
10 吉永 松巌 侯生運動に就て 私設社会事業｣第 2号 33 8ト3
104 吉永 松巌 佳生運動に就て (遺稿) ｢私設社会事業｣第 3号 - 1933(S.8)-4 未見
1056 永井 潜 人生の建直し(1)(2)(3) 詣 甲虫管長巻馴 号,早 (1)2-523 1933(S.8ト4)-56阿部 文夫 社会教化 ｢社会事業の友｣第53号 -6
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No. 著 者 名 論 文 . 資 料 名 誌 名 .巻 号 頁 発 行 年 月 備考
108 田中 義麿 遺伝 より観たる未来の社会 ｢乳幼児研究｣第 7巻第 5号 1-17 1933(S.8)-5
109 白井 紅 白 優生学文献抄 ｢乳幼児研究｣第 7巻第 5号 18 1933(S.8)-5
110 斎藤常之助 結婚 と遺伝 ｢乳幼児研究｣第 7巻第 6号 1-7 1933(S.8ト6
111 市川 源三 優生結婚の必要 ｢廓清｣第23巻第 8号 28 1933(S.8)-8
112 木村 亀二 断種 (上) ｢刑政｣第46巻第 9号 5-21 1933(S.8)-9
113 木村 亀二 断種 (中) ｢刑政｣第46巻第10号 4-17 1933(S.8)-10
114 杉田 直樹 乳幼児保護 と異常児童発生予防の問題 ｢方面｣第 8巻第11号 2-9 1933(S.8ト11
115 木村 亀二 断種 (下) ｢刑政｣第46巻第12号 7-32 1933(S.8)-12
116 田結 宗誠 断種片語 ｢社会事業研究｣第22巻第2号 95-98 1934(S.9ト2
117 岩内 誠一 優生運動について ｢我が子｣1月号 29-33 1934(S.9)-1
118 ボ ー ネ 刑事政策 と優種学 ｢刑政｣第47巻第 6号 77-90 1934(S.9)-6
119 藤井東洋男 ナチスの断種法 と聾唖者 ｢弊唖界｣第67号 6-9 1934(S.9ト6
120 書益 情夫 去勢の効果 と適応に就いて ｢刑政｣第47巻第11号 24-43 1934(S.9ト11
121 油谷治郎七 ドイツ国の強制断種法 ｢廓清｣第24巻第11号 16-19 1934(S.9ト11
122 戸谷清一郎 遺伝の恐 るべ き事実 ｢廓清｣第25巻第 5号 22-23 1935(S.10)-5
123 松岡 文七 結婚の合理化 ｢乳幼児研究｣第9巻第7号 2-6 1935(S.10)-7
124 安部 磯雄 人種衛生問題 ｢廓清｣第25巻第 8号 1-4 1935(S.10)-8
125 吉益 情夫 刑事政策 より見たる精神薄弱の問題 ｢刑政｣第49巻第 8号 22-34 1936(S.ll)-8
1267 幹事 (久保寺保久) 主張 と発刊の辞 -薄幸なる精神欠陥児のため明朗 自由の天地を拓け/ 『愛護』発刊に方 りて - ｢愛護｣第 1巻第 1号 12 1936(S.11ト9児玉 昌 日本には白痴が何人居 るか
128 橋本勝太郎 日本精神薄弱児愛護協会雑誌発刊に就て ｢愛護｣第 1巻第 1号 3 1936(S.ll)-9
129 太田 秀穂 協会誌の発刊を祝す ｢愛護｣第 1巻第 1号 4 1936(S.ll)-9
130 和田博五郎 米独の人間断種 を中心に ｢社会事業研究｣第24巻第10号 28-35 1936(S.ll)-10
131 富田 象吉 断種法に就て ｢社会事業研究｣第24巻第10号 36-40 1936(S.ll)-10
132 金子 準二 強制的断種法の制定反対 ｢社会事業研究｣第24巻第10号 41-42 1936(S.ll)-10
133 藤田進一郎永井 滞 断種法 と科学 ｢社会事業研究｣第24巻第10号 43-45 1936(S.11卜10
134 断種法制定に対する賛否(ハガキ回答)*三 田谷啓,戸坂潤はか計32人 ｢社会事業研究｣第24巻第10号 46-52 1936(S.11ト10
135 現行断種法概観 ｢社会事業研究｣第24巻第10号 35&45 1936(S.ll)-10
136 断種法案 (日本民族衛生協会案) ｢社会事業研究｣第24巻第10号 57&62 1936(S.ll)-10
137 東洋文化 と日本民族 -優生学上 より見たる日本民族の優秀性 ｢社会事業の友｣第96号 94-96 1936(S.11ト11
138 無署名中 情三三田谷 啓 残 されたる問題の省察 ｢愛護｣第 1巻第 2.3号 1 1937(S.12ト1
139 第三回 日本精神薄弱児愛護協会総会での｢宣言｣*1936.ll.8開催 (京都 .白川学園) ｢愛護｣第 1巻第 2.3号 1 1937(S.12)-1
140 断種法 と精神病 ｢社会事業の友｣第99号 13-26 1937(S.12ト2-
141 断種法の社会的関心 ｢社会事業｣第20巻第11号 120-121 1937(S.12)-2
142 予防的の社会事業 2r%全事業研究｣第25巻第 33-34 1937(S.12ト2
143 肥 田瀧治郎 断種法への展開 ｢社会福利｣第21巻第 8号 33-45 1937(S.12ト8
144 児玉 昌 民族衛生に就いて ｢方面｣第12巻第11号 5-7 1937(S.12ト11
145 脇 田 良書 時局 と異常児問題 ｢愛護｣第 1巻第 4-7号 9 1937(S.12ト12
146 高野 六郎 時局 と異常児問額 ｢愛護｣第 1巻第 4-7号 10-14 1937(S.12ト12
50 長崎大学教育学部紀要一教育科学一 第60号
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148 安部 磯雄 人口問題の豊的方面と質的方面 ｢人口問題｣第2巻第 4号 48-60 1938(S.13ト4
149 児玉 昌曳沼賢次郎 白痴 と去勢手術 ｢方面｣第13巻第 5号 13-15 1938(S.13)-5
150 優生法制定に関する協議会 ｢社会事業費報｣第12巻第2号 27-28 1938(S.13)-5
151 社会事業と断種法 ｢神奈川県社会事業｣第98号 1-4 1938(S.13)-6
152 肥田瀧治郎 断種法を歳ぐりて ｢社会福利｣第22巻第 5号 2-ll 1938(S.13ト6
153 竹中 勝男 長期戦下に於ける保健間項の一考察-倭生学から観た戦争- ｢社会事業研究｣第26巻第6号 18-22 1938(S.13)-6
154 竹内 愛二 断種法の研究 ｢社会事業研究｣第26巻第6号 23-33 1938(S.13)-6
155 阿部 政三 ｢断種法｣の動きを眺めて ｢北海道社会事業｣第74号 6-ll 1938(S.13)-7
156 曳沼賢次郎 社会事業と断種法 ｢三重県社会事業｣第87号 2-3 1938(S.13)-8
157 高野 六郎 人口の数と質 ｢人口閉篭｣第 3巻第 1号 30-41 1938(S.13ト10
158 市川 秀雄 少年福祉より見たる断種論の文化的意義1-特に世界観との関連に於いて- ｢刑政｣第51巻第10号 4-19 1938(S.13ト10
159 浮田 和民 人種改良と結婚問題 ｢復刊人道｣第66号 4-6 1938(S.13)-ll
160 藤森 速水 独逸の断種法 ｢乳幼児研究｣第12巻第11号 29-34 1938(S.13)-ll
161 市川 秀雄 少年福祉より見たる断種論の文化的意義(2) ｢刑政｣第51巻第11号 4-20 1938(S.13ト11
162 市川 秀雄 少年福祉より見たる断種論の文化的意義(3) ｢刑政｣第51巻第12号 24-35 1938(S.13)-12
163 市川 秀雄 少年福祉より見たる断種論の文化的意義(4) ｢刑政｣第52巻第 2号 4-29 1939(S.14ト2
164 市川 秀雄 少年福祉より見たる断種論の文化的意義(5) ｢刑政｣第52巻第 3号 29-36 1939(S.14ト3
165 市川 秀雄木原鉄之助 少年福祉より見たる断種論の文化的意義(6) ｢刑政｣第52巻第 4号 4-21 1939(S.14)-4
166 康生断種制度準備調査打合会 ｢社会事業貴報｣第13巻第2号 19-20 1939(S.14)-5
167 人間の改造 ｢社会事業と社会教育｣第9巻第9号 2-9 1939(S.14ト9
168 青木 延春 使生断種に就いて(1) ｢乳幼児研究｣第13巻第9号 4-8 1939(S.14)-9
169 青木 延春 優生断種に就いて(2) ｢乳幼児研究｣第13巻第10号 4-ll 1939(S.14ト10
170 吉田 一重 民族康生制度 (断種法)の回僻と展望 ｢社会事業研究｣第27巻第12号 8-27 1939(S.14)-12
171 竹内 愛二 断種と精神衛生 ｢同胞愛｣第17巻第12号 68-77 1939(S.14)-12
172 生江 孝之 健生多産の奨励とその検討 ｢社会福利｣第24巻第 1号 28-34 1940(S.15)-1
173 森長英三郎 断種法と社会事業 ｢社会事業｣第24巻第2号 26-36 1940(S.15ト2
174 森長英三郎 断種法と社会事業 ｢連帯時報｣第20巻第4号 19-31 1940(S.15)-4
175 上山 善治 国民優生法案通過 ｢社会事業論叢｣第1巻第2号 61 1940(S.15)-4
176 前田 忠重 断種法に就て ｢社会連帯｣第10巻第 5号(群馬県) 2-5 1940(S.15)-5
177 児玉 串 我国の康生法に就いて ｢乳幼児研究｣第14着第6号 4-9 1940(S.15)-6
178 立川義男はか (座談会)人的資源充実と児童保護 ｢社会事業の友｣第139号 58-92 1940(S.15)-6
179 児玉 昌 我国の康生法に就いて ｢方面｣第15巻第 8号 5-7 1940(S.15)-8
180 青木 延春宮田 朋介 健生手術について ｢人口間額研究｣第1巻第5号 1-19 1940(S.15)-8
181 国民健生に就て ｢鹿児島県社会事業｣第14巻第9号 1-2 1940(S.15ト11
2 康 と断種(I) 乳幼児研究｣第14巻第11 4 5 ll
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184 富田 朋介戸谷清一郎 優生 と断種(2) ｢乳幼児研究｣第14巻第12号 4-25 1940(S.15)-125 計画的に人口の賃的向上 と量的増 加を図れと主張国策 結婚問題 ｢香川県社会事業｣ 70 57 1 66 廓清｣第31巻第 2号 28 9
187 安部 磯雄 教育 と遺伝 ｢廓清｣第31巻第 4号 1-4 1941(S.16ト4
188 青木 延春ほか古屋 芳雄 (座談会)児童 と母性保護 ｢厚生事業｣第25巻第 5号 4-23 1941(S.16)-5
189 ｢優生結婚法｣制定準備 ｢私設社会事業｣第97号 16 1941(S.16)-6
190 人口問題 と民族資質 ｢社会時報｣第13巻第 7号(山形県) 2-7 1941(S.16)-7
191 家田 作書 優生法 と国民素質の向上 ｢廓清｣第31巻第 7号 22-23 1941(S.16)-7
192 木村勝七郎 断種法入門 (国民優生法要旨) ｢弊唖界｣第95号 3-6 1941(S.16ト7
193 今井新太郎 人口問題 と国民優生法 ｢復刊人道｣第99号 1&3 1941(S.16)-8
194 国民優生聯盟 国民優生法の施行について (抄録) ｢厚生事業｣第25巻第 8号 40-49 1941(S.16ト8
195 国民優生聯盟厚 生 省福田 恒雄 国民優生法の施行について ｢社会事業の友｣第153号 2-18 1941(S.16)-8
196 国民優生法の施行について(1) ｢香川県社会事業｣第77号 2-5 1941(S.16ト8
197 結婚の十訓 ｢香川県社会事業｣第77号 5-6 1941(S.16ト8
198 国民優生法の施行について ｢社会時報｣第18巻第 7号(山口県) 10-18 1941(S.16)-9
199 国民優生法の施行について(2) ｢香川県社会事業｣第78号 2-6 1941(S.16)-9
200 に就て 長崎県社会事業｣第44号 14 ト9
201 青木 延春 国民優生法の施行に就て(1) ｢乳幼児研究｣第15巻第 9号 10-19 1941(S.16ト9
202 青木 延春 国民優生法の施行に就て(2) ｢乳幼児研究｣第15巻第10号 15-19 1941(S.16)-10
203 国民優生聯盟 国民優生法の施行について(1) ｢朝鮮社会事業｣第19巻第10号 3-8 1941(S.16ト10
204 青木 延春 国民優生法の施行に就て(3) ｢乳幼児研究｣第15巻第11号 ll-16 1941(S.16ト11
205 国民優生聯盟 国民優生法の施行について(2) ｢朝鮮社会事業｣第19巻第11 2-8 1941(S.16ト11
206 庄司 義治 遺伝 と眼(1)(2) ｢中央盲人福祉協会会誌｣第18号,第19号 (1)1-52 9 1942(S.17ト6)-12
207 高野 六郎 国民優生法 と先天性眼疾 ｢中央盲人福祉協会会誌｣第18号 1-5 1942(S.17)-6
208 今井新太郎 人口増強間額 と要保護少年の問題 ｢復刊人道｣第110号 1 1942(S.17ト7
209 川上 埋- 遺伝 と優生 ｢少年保護｣第 7巻第 8号 10-13 1942(S.17)-8
210 荻野 了 国民優生 と少年保護 ｢少年保護｣第 7巻第8号 14-21 1942(S.17)-8
211 大久保 開 外国の優生法実施状況 ｢少年保護｣第 7巻第 8号 22-27 1942(S.17)-8
212 川上 埋- 民族増強策の基本問題 ｢人口間確｣第 5巻第 1号 5-7 1942(S.17ト9
213 横田 年 民族優生の目的 と方法 (-) ｢人口問題研究｣第4巻第2号 1-7 1943(S.18)-2
214 附田 鏡虞 優秀児の家系調査 ｢人口問額｣第 6巻第 2号 83-104 1943(S.18)-ll
215 杉田 直樹 民族力と精神衛生 (上) ｢少年保護｣第 8巻第11号 57-68 1943(S.18)-ll
216 杉田 直樹 民族力と精神衛生 (下) ｢少年保護｣第 8巻第12号 36-45 1943(S.18)-12
(付記)本目録は, 日本社会福祉学会第48回大会 (2000年11月)において配布 した資料に修正を加えたもので,2000年度文部
省科研費 .基盤研究A(1)｢20世紀優生学が障害者の生存 ･生活 ･教育に及ぼした影響に関する総合的研究｣ (課題番号
11301009)の研究成果の一部である｡
